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論文審査の要旨 

 

著明な脳圧亢進症状を呈する病態に対する減圧開頭術(DC)は生命予後を改善するが、脳

保護目的、整容面から頭蓋形成術が必要となる。頭蓋形成術に用いられる骨片として、

自家骨、人工骨が挙げられるが、創部感染(SSI)などの合併症対策は重要である。自家骨

の骨片保存法として、大腿筋膜上の皮下に埋没する方法が一般的だが、DC 中に他の手

術部位が必要となり、手術時間延長などのデメリットもある。より簡便で低侵襲な骨片

保存法として 80%エタノールを用いた報告があるが、SSI に関するリスク評価は行われ

ていなかった。本研究では、自家骨骨片保存法による SSI に対するリスクについて後方

視的に検討した。対象は 2008 年から 2019 年に当院で DC を施行した患者のうち、自家

骨を用い頭蓋形成術を行った 127 例。エタノール群(A 群)が 56 例、皮下埋没群(B 群)が

71 例で、10 例に SSI が認められた。2 群で SSI の発症に有意な差は認めなかった(8.9%, 

7.0%, p=0.748)。80%エタノールを用いた骨片保存法は皮下埋没法と比較して SSI のリス

ク因子とはならなかった。症例数が少なく、単施設研究であるという limitation はある

が、80%エタノールを用いた骨片保存法は、低侵襲・低コストで有用な方法である可能

性が示唆された。 

公聴会では、皮下埋没での利点、80％エタノール法の普及方法、２群への振り分け、SSI

の定義、80％エタノールの妥当性や保存期間、硬膜形成の影響や小児での使用などの質

問に対して適切に回答された。本研究は臨床で使用できる簡便な方法であり、新規性も

高く、脳神経外科領域の今後の発展に寄与できる論文であると考える。医学博士の学位

に値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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